
小川香料おおいた佐伯農場株式会社

マリンレモンで佐伯を元気に 会社のここが好き

農業参入は会社にとっ
て新しい挑戦。０から１
を生み出すのは大変で
すが、やりがいがありま
す。地域の人の期待や
感謝の言葉も励みにな
ります(辻)。入社したば
かりですが先輩が優し
くて頼もしい！丁寧に教
えてくださるので安心
です(守部)。農業未経
験者でも恵まれた環境
で働けます(大越)。

19
人のチカラと企業のチ

カラで未来へとつなげ
る。

佐伯市発の働く人々を
ご紹介

　東京に本社を置く、香料専門会
社として最も歴史のある国内香料
メーカー・小川香料株式会社が佐
伯に進出したのは、マリンレモンと
の出会いがきっかけでした。
　「私たちは全国各地の農林水産
物の魅力を香りを通じて発信す
る、Sense Japanという活動を
行っています。目的は日本の魅力
ある産品の発掘・発信、第一次産
業従事者の支援、それに伴う地域
振興です。その一環で佐伯のマリ
ンレモンを知り、鮮烈な香りに衝
撃を受けました」。そう話すのは
代表の上野俊輔さん。元々原料か
らこだわって香りを作りたいと考
えていたこともあり、2018年に佐
伯市と農業参入協定を締結。耕作
放棄地を整備し、マリンレモン農
場を開設しました。

　今秋、初の収穫期を迎えた佐伯
農場。フレッシュな緑の実と成熟
した黄色の実を２回に分けて収穫
し、青果、果汁として販売します。
また、搾汁したあとの果皮を香料
の原料に使うなど貴重なマリンレ
モンを余すところなく使う予定だ
と言います。「すでに複数の企業か
ら問い合わせをいただいており、
今後、様々な商品※1に佐伯産マリン
レモンの香りが使われると思いま
す。香りを通じて知名度アップに貢
献できたらと思います」。
　マリンレモンブランド振興協議
会にも参加しており、活動の幅は
さらに広がりそうです。また、農業
で地元を活気づけたい志高い元
気で活発な人材も募集中です！

※1 企業から依頼を受け、様々な商品の香料(フレ
グランス、フレーバー)を開発予定
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冬に旬を迎えるマガキ。近年、通
年出荷できる三倍体※1を扱
う佐伯の業者が増えてお
り、いつでも“旬のおいし
さ”を楽しめます。

会社員からマガキ養殖の道へ
　鶴見でマガキ養殖を行う『海生』。５年ほど前に塩月漁業株式会社
のカキ養殖部門としてスタートしましたが、昨年独立し、笠村祐輔さ
んが代表に就任しました。「塩月漁業は妻の実家。漁業に打ち込む義
父の姿に憧れていたので、会社員からの転身に迷いはありませんでし
た。実際、やりがいばかりです。私たちが手掛けたものを多くの人が喜
んで食べてくれる。これほどうれしいことはありません」。海生のマガ
キを心待ちにしているファンの存在、「おいしいよ」という言葉にいつ
も励まされていると言います。

最先端の技術で、おいしさと安全性を追求
　海生は最先端のフリップファームシステム※2を活用したシングル
シード方式※3の養殖を実践しています。「カキを１粒ずつ専用バス
ケットに入れ、定期的にバスケットごと回転させて天日干しします。バ
スケットの中を転がることで、美しい形、小ぶりながら身入りの良い
カキになるんですよ。出荷前に24時間以上殺菌（紫外線殺菌）するな
ど安全性にもこだわっています」。独自のブランド・海雫は一口サイズ
で食べやすく、さっぱりとした風味&シャキシャキの貝柱が絶品。三
倍体なので一年中楽しめるのも魅力です。

▲クセのない海雫は生で食べるの
がおすすめ。タバスコやカボスとの
相性も抜群です。

▲海生のマガキは事務所(要電話
予約☎30-1199)やオンライン
ショップで購入できます。

※1 三倍体のカキは産卵しないため、早い成長・良質な身入りが期待できる
※2 専用のバスケットを用いて行うマガキ養殖システム
※3 カキを１粒ずつバスケットに入れて養殖する方式
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※状況により、在庫がない場合もあります。

▲オンラインショップ
　はこちら
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